企業年金の未来
10/05/07
07BC181H 真下友樹
[image: image1.png](TR 21 £ 3 AKEE)

mEERRR

3444mA 447BA

EE N N ]

6936542
72 9RERED S—2> P
GRI0  mEREs T BRS
B T TR
MIBRERE W TRRRE MBRRRES
T.044BA 200154 3B9FA (2D

GE1) PEERRS MERHLRESIOVTHERER ERRRBE. LETHRER
BOEARIORESDBIHMER (T2 EITRIHE I L3,

(32) SRR MRES BBES) L5 HAREFORBISERETHS,

(33) BB HAREFE WIEELREREDCLEES CRITREREDH SR ET
ERE I ERBES T AERRNOSREEN T AAERT),



[image: image2.png]ERESR

tEES






























企業年金とは








将来に役立つテーマにしたいと考えた結果、今後、加入者・受給者として何十年も関わる年金について学ぶのがよいのではないかという結論に至った。これまでに公的年金や企業年金の中でも確定拠出年金について学んだことはあったが、企業年金について深く取り上げたことがなかったので企業年金の諸問題について考察することにした。





・検討した他のテーマ


金融政策について・・・いくつかの本に目を通したが、理解できるようになるまでに時間を要すると思い断念した。


自動車産業の再編について・・・金融に関するテーマを選ぶべきだと考えたのでやめた。


PTSについて・・・企業年金について書けなさそうだったら考える予定。


























テーマの設定理由

















企業年金の変遷








































































































考察点








・確定拠出年金の普及


・適格退職年金の廃止に伴う確定給付年金の普及


・年金給付の減額


・厚生年金基金の代行返上





戦後の高度経済成長による退職金額の急増に伴い、支払負担を平準化することが企業経営上の課題として注目され、昭和37年に税制適格退職年金制度が、昭和40年に厚生年金基金制度が創設された。


その後、少子高齢化の進展および経済運用環境の低迷等に対応するため安定かつ信頼のある制度に整備することが急務となり、確定給付企業年金制度および確定拠出年金制度が創設された。





そもそも日本の企業年金制度は、従業員に対する功労報酬である退職金制度から切り換えられたものであり、その後、企業年金制度は外部に流出する資金を節約するための手段(賃金の後払い)として機能し、さらには退職金の支払いを分割して企業の資金負担の平準化する手段として普及していった。そして現在では退職後の生活設計に欠かせない生活保障として機能している。


このように企業年金を取り巻く環境(経済状況や規制撤廃)の変化だけではなく、企業年金そのものの存在意義も変化しており、卒論ではこれらの変化に伴って生じる諸問題について考察する。





企業年金








